
1

2007 年度日本国際経済法学会理事会議事録

日時 2007 年 10 月 20 日（土）12:30－14:00

場所 同志社大学 寒梅館 6 階 大会議室

出席者

荒木一郎 位田隆一 江藤淳一 柏木昇 川島富士雄 川瀬剛志

久保田隆 小寺彰 佐野寛 佐分晴夫 須網隆夫 瀬領真吾

泉水文雄 平覚 高杉直 道垣内正人 内記香子 中川淳司

根岸哲 野村美明 稗貫俊文 福永有夏 松本健 間宮勇

森下哲朗 （25 名）

委任状

阿部克則 石黒一憲 岩沢雄司 金井貴嗣 木棚照一 茶園成樹

出口耕自 早川吉尚 舟田正之 山内惟介

（10 名）

理事・監事以外の出席者

竹下啓介（庶務副主任）

１．定足数の確認

委任状を含め、定足数が満たされていることが確認された（規約第 16 条第 3 項により理

事の 3 分の 2 が定足数）。

２．2006 年度理事会議事録の承認

資料 1 について、1 頁目の「江藤淳一（庶務副主任） 出口耕自（会計副主任）」とされ

ている点を、「江藤淳一（会計副主任） 出口耕自（庶務副主任）」と修正すべきとされ、

修正したものを議事録として確定することで、承認された。

３．会員の異動

12 名の入会が承認され、総会の承認を求めるべく提案することとされた。また、10 名の

退会について了承された。

詳細は、資料 2 参照。

「会費滞納者の資格喪失手続に関する申し合わせ」（2005 年 10 月 29 日役員会承認）に

ついて、改正前の申し合わせでは、3 年間の滞納前に資格喪失の警告状の送付等の手続を行

わなければならず、運用上、手続を実施しづらいという問題があったため、3 年間の滞納を
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確認してから警告書の送付等の手続を進め、4 年目の 9 月末日をもって退会とするための改

正が提案され、了承された。

詳細は、資料 3 のとおり。

４．2006 年度決算案

資料４のとおり、2006 年度決算案が異議なく承認され、総会の承認を求めるために提出

されることとされた。

なお、2006 年度については、支出予算額と比較して支出決算額は合計で約 40 万円程度

大きくなっているが、滞納会費の徴収等によって収入額が増額したため、単年度収支とし

ても約 28 万円の黒字となったことが、報告された。

５．2008 年度以降の活動方針

理事の編成につき、年代バランスを考慮したものに変更したにもかかわらず、変更が活

用されていないため、国際交流・学会財政基盤の拡充・学会の拡大及び活性化等、学会の

今後のあり方を考える若手理事を中心としたプロジェクトチームを立ち上げ、検討を進め

ることが理事長より提案され、了承された。

なお、プロジェクトチームの構成員の人選については、理事長に一任とすることとされ

た。

６．2008 年度予算案

資料５のとおり、2008 年度予算案が異議なく承認され、総会の承認を求めるために提出

されることとされた。

なお、予算案では、単年度収支としては約 80 万円程度の赤字となっている点につき、支

出額は余裕をもって設定し、収入額は堅く見積もったためであり、学会財政の悪化が理由

ではないことが報告された。ただし、実際に赤字になるとすれば、今後、さらに支出の削

減・収入の増加（滞納会費の徴収、会員の増加）を検討する必要があることも、併せて、

報告された。

７．研究大会

研究運営委員会主任より、2007 年度の研究大会について、研究運営委員会の引き継ぎ等

が遅れたため、分科会方式を採ることなく、午前・午後共に、統一テーマ（知的財産権、

投資仲裁）を設定しての共通論題方式としたことが報告された。

また、同主任より、2008 年度の研究大会については、午前に分科会方式を採り、午後に、

統一テーマを設定しての共通論題方式を採る予定であること、開催校は、青山学院大学の

予定であること、日程については、開催校と調整の上、10 月 25 日、26 日、11 月 1 日、2

日のいずれかとすることが報告された。
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なお、報告者募集については昨年度と基本的には同様であること、ただし、以前よりも

若手の報告の機会が増えるように募集を行うようにすることが報告され、了承された。

８．日本国際経済法学会年報の編集

編集委員会主任より、第 16 号の刊行について、報告された。

投稿を増やすために、特に、若手会員に対して呼びかけを行うことが望ましいとされた。

また、文献紹介が予定より少ないが、これは新執行部への移行の関係で、例年より執筆依

頼が遅くなったためであり、17 号以降の編集では特段問題がないと考えられることが報告

された。

９．名誉会員制度

理事長より、規約 9 条が定める名誉会員制度につき、当面、新規の名誉理事の推薦を行

わないこととすることが提案され、了承された。

１０．韓国からの来賓

理事長より、韓国からの来賓（国際去来法学会会長孫京漢先生、同会員石光現先生、高

東源先生、朴德英先生）があったこと、及び来賓の懇親会への参加費用について学会が費

用負担をすることが報告され、了承された。

１１．その他

(1) 出店の許可及び傍聴の許可

研究大会における出店の許可（極東書店及び法律文化社）について了承された。また、

2007 年度研究大会の傍聴の許可について、庶務主任に一任することが了承された（なお、

午前中には、既に、14 名の傍聴希望者があった旨報告された。）。

(2) Society of International Economic Law

中川理事より、Society of International Economic Law に関する報告があり、総会で会

員全体に対する情報提供を行うことが了承された。

2007 年度研究大会の案内の送付及び出欠の確認について、一部、e-mail 及び Web を用

いて実施されたことが報告された。また、今後、経費削減等に鑑み、基本的に、e-mail 及

び Web の活用を進めることが、了承された。

以上
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2007 年度日本国際経済法学会総会議事録

日時 2007 年 10 月 20 日（土）14:00－14:30

場所 同志社大学 寒梅館 1 階 ハーディーホール

１．定足数の確認

委任状を含め、定足数が満たされていることが確認された（規約第 15 条第 3 項により会

員の 4 分の 1 が定足数。）。

２．決議事項

(1) 新入会員の承認

(2) 2006 年度決算案の承認

(3) 2008 年度以降の活動方針の承認

(4) 2008 年度予算案の承認

理事長から、規約第 6 条に基づき、理事会の承認を得た(1)について説明の上、総会に諮

られ、全員一致、これを承認した。

理事長から、規約第 20 条に基づき、監事の監査を受け理事会の承認を得た(2)について説

明の上、総会に諮られ、全員一致、これを承認した。

理事長から、理事会からの(3)に関する提案（今後の学会のあり方について検討を行うた

めに、若手理事を中心とするプロジェクトチームを立ち上げること）について説明の上、

総会に諮られ、全会一致、これを承認した。

理事長から、規約第 19 条に基づき、理事会からの提案である(4)について説明の上、総会

に諮られ、全員一致、これを承認した。

３．報告事項

理事長から、理事会で審議されたその他の事項について報告があり、全員一致、これを

了承した（理事会議事録参照。）。

以上






